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について
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生コンクリート情報、帳票類の電子化について
（コンクリート生産性向上検討協議会）

（一社）日本建設業連合会



3

●第６回 日建連より「生コン情報の電子化」を提案
２０１８ＰＲＩSM⇒共通クラウド＋品管システム適用＋遠隔立会

●第８回 「生産性向上」と「品質向上」の効果を報告
・現場作業時間を最大20%減 ・内業時間を50%以上減
・ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報交換と見える化で打重ね時間を短縮

２０１９ＰＲＩSM⇒受入れ全数管理＋施工履歴のCIM連携

●第９回 「全数管理」による現行手法代替の可能性を報告
・受入試験のクラウド監視が可能 ・打重ね時間短縮10% 
・単位水量/スランプの安定化 ・維持管理への貢献

２０１９追加ＰＲＩSM⇒ ・全数管理の適用性拡大/検証
２０２０ＰＲＩSM ⇒ ・クラウド型品管システム社会実装/課題検討

●第１０回 「生コン情報電子化」社会実装状況/全数管理適用事例を報告

協議会の検討経緯（第６回～第１０回：議事要旨）

①

②



生コン工場 コンクリート受入れ場所・打込み箇所 事務所等

納入書サイン

○生コン情報の従来型運用

従

来

【①出荷】
練り混ぜ開始時刻を記録し
た紙伝票発行

【③打設】
打込み開始時刻、終了時刻、品
質等の施工情報を別様式に記入

【④品質管理】
打込み情報を管理表と
して残すのみ

【②受入れ】
伝票に到着時刻を記入、
品質確認後に受け入れサイ
ン記入

紙伝票発行 受入れ 打設 品質管理

打設状況を野帳等に記載 打込み管理表の作成
（納入書と野帳から打ち替え作業）

外気温25°以下
2時間以内

外気温25°以上
1.5時間以内

工事事務所等

生コン工場 施工現場
WEBサー

バー
WEBサー

バー

施工進捗状況の確認

出荷状況の確認
打込み進捗状況の記録
受入れ検査結果の記録

出荷情報の入力
打込み状況の確認

記録･確認
記録･確認

記録･確認

更新･保存

発注者

記録･確認

品質管理の確認確認・検査

●コンクリートの仕様・配合・製造等の情報は、工場で発行した紙伝票で伝達。工事情報の共有・保管・提出時にデータ入力発生
●運搬状況や現場での試験結果がリアルタイムで共有不可。相互のやりとり時間と打込みの手戻りなどのロス発生

○生コン工場における出荷状況や施工現場における打込み状況など、情報の電子化を図り「見える化」による品質の向
上やロスの削減によるコストの縮減を図る。

○出荷状況や現場での受入れ検査など管理帳票作成を効率化し、コンクリート工における生産性の向上を図る。
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●電子化と情報共有のイメージ

生コン情報の電子化
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生コン書類電子化の実装とメリット創出
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施工管理画面の表示（供給・施工・監督３者で共有）



PRISM２０２１(技術II）供給/管理の全面的デジタル化

7



8

生コン供給/管理の全面的デジタル化 検討項目
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生産者メリットを付与した実装化の推進（１）

■クラウド型品質管理システム
の機能高度化

１）「工場連携機能」 ２０１８年度PRISM参加の
出荷システム会社５社に加え、２社の電子化
対応プログラムを作成＋他オンデマンド
化対応により、出荷システム社の
シェア８５％→９５％対応可能に拡大

２）ＪＩＳ伝票の「電子承認」・クラウドへの
「保管/参照機能」の追加

３）「生コン輸送車へのサービス機能」
の追加

・輸送伝票代行の「携帯画面表示
システム」の構築

・KYBのICTミキサの通信システム
との連携を検討
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■地域としての社会実装の推進

＜２０２０年度の継続＞建築工事を含む１５現場で展開（予定）

・昨年度の東京地区 １８工場/神奈川８工場に加え、
東京地区６工場＋神奈川３工場を追加 （一部、交渉中）

・PRISM２０２１実施にともない 千葉西部の４工場に「工場連携」を導入

・東京地区周辺の玉川・三多摩・埼玉中央・東関東の各協組に技術説明
を予定（全生連を通してお願い中ー８工場対象）

生産者メリットを付与した実装化の推進（２）

＜問題点の顕在化＞

・工場は複数協組に所属
しているため、出荷扱いの
協組の全ての許諾が必要

・共同納入の場合、対象工
場全てが「同条件で」電子
化されないと適用が不可

＜生コン工場専用の ＜現場提出書類の
タブレット画面＞ 電子化機能＞

工場へのヒアリングにより機能の改善
を行ない、本実装を目指すが未達



PRISM２０２０で構築 (生コン工場へのサービス機能)
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新構築：ペーパレス対応機能/運転手さんの参照画面

●電子納品書の
自動作成機能

「電子承認」・クラウドへの
「保管/PDF参照機能」の追加

●「生コン輸送車への
サービス機能」

運転手さんへの指示事項の表示
＜携帯電話画面を想定＞
It-Concreteと連動しての情報表示



クラウド型品質管理システムを社会運用

社会実装
の課題点

①JIS対応下でのぺーパレス化の可能性
②システム運用組織と運用上の費用負担
③国交省以外の民間土木・建築工事での適用の拡大
④納品書・受領書機能・運搬者への作業指示書の代替え方法

＜２０２１年度以降＞ 品管システム運用を成和コンサルタントに移管
⇒プリズム枠外で、建築・土木に関わらず第三者利用を可能とした

・「工場出荷：タブレット入力で、製造・運搬・打込の帳票管理と
帳票出力まで」 (帳票は発注者の書式に合わせオンデマンド可能)

・2020成果として、工場専用画面と現場提出書類の電子化機能を追加

＜ただし、「工場連携」機能/はオプション＞
（システム社が限定され、初期費用・組合と工場の許諾が必要のため）

⇒2021/4以降もクラウド/品管システムを維持（他社品管システムも接続可）

ただし、クラウドの維持・管理のため施工者に課金

2021.3.1に NETISを取得
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生産者メリットを付与した実装化の推進（３）

■社会実装化への展開方法の検討

① 日建連として JIS改正研究委員会に参加 取組みを紹介

③ 日建連内部で、建築部門への取組み説明を継続

③ 建築現場を対象とした見学会（日建リース武蔵工場） １０３名参加

② 生コンシステムメーカ ７社 との打ち合わせ
⇒プリズムでの個別対応→一般化に向けての課題確認

・マニュアル化の要望 ・責任範囲/費用負担の明確化の要望

③ コンクリート工学年次大会 構造物診断士セミナーのパネラーとして、
「生コン情報電子化」および「全数管理」
の取組みを紹介

①JIS対応下でのぺーパレス化の可能性
②システム運用組織と運用上の費用負担
③国交省以外の民間土木・建築工事での適用の拡大
④納品書・受領書機能・運搬者への作業指示書の代替え方法
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成果 を生産性向上検討協議会への議論に提供

協議会下に２つのWGを設置（R4.２月以降開催）

＜生コン電子化媒体WG＞

・JIS改正原案の提示（電子化ルート
の活用方法）

・社会実装の推進のためのガイドラ
インの策定

＜IoT活用試験の管理基準検討WG＞

・従来試験に代わるAI/IoTシステムを
活用するための品質管理基準/検査
要領の策定

・受発注者間で合意形成方法の検討

R３ i-Constructionの主な取り組みより （R3.4.1)
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■課題のまとめ

・社会実装の展開が不十分（あくまでも試行にとどまる）
プリズム対象工事のため千葉西部まで拡大したものの
ほか、東京周辺地域への拡大ができなかった
（他地域にて、少しずつ浸透・・・）

・供給者メリット機能を用意したものの効果確認ができず
⇒本当に望まれてていることはなにか・・・確認が必要

■次年度以降の検討

・「ＪＩＳ改正原案で電子化も可能となること」を見据えて、
実効的なガイドラインを作成するプロセスで、供給側/
施工側（特に建築分野）の意見を取り入れていく

・単なるＪＩＳ伝票にとどまらず、電子化管理となった後の
将来ビジョン・あるべき方向性を提言、発信して行く

課題のまとめ/次年度以降検討（生コン情報電子化）
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JISにおける書類電子化の実現に向けて（１）
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JISにおける書類電子化の実現に向けて（２）
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■ it-Concrete工場連携システムの適用を展開
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・順次電子化するとしても、生コン工場はなかなか多い
・供給者メリットを考えればできるだけ電子化したいが、費用がかかる
・過渡的には、押しボタン式とならざるを得ない部分はある

プリズム以外での展開
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It-Concreteの海外展開（サプライコントロール機能）

■海外工事への展開（サプライコントロール機能の追加）
・ it-Concretre 英語版を作成、

フィリピンの鉄道工事に適用

・ 出荷オーダ/製造運搬の能力
に合せたしけジュール調整/
製造順序指示機能を追加

⇒現場スケジュール変更を
リアルタイムに把握し、製造

運搬と現場の待ち時間を短縮
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サプライコントロール機能付きシステムの現場展開

■ダム工事での適用 （海外版を逆導入し、実運用）

＜新システム＞
多品種コンクリートの
注文と製造管理を
リアルタイムに連動

⇒タイムロスのない
製造管理

製造⇒運搬⇒施工状況 を
”it-Concrete”上で、リアルタイムに統合管理
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■地域としての社会実装の推進（２０２０年度の継続）

＜東京
地区＞

（参考）生産者メリットを付与した実装化の推進（１）

＜神奈川＞ 本年度
東京地区６工場 以上
＋神奈川 ２工場

に展開の予定が、

協組様との交渉を継続中
（全生連さんに依頼中）
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■地域としての実装推進（千葉西部、そのほか協組への展開）

＜千葉西部
協組＞

塩浜立体納入
４工場に導入）

対象工場さんの
ご理解は得ているが

東京地区周辺の
玉川・三多摩・
埼玉中央・東関東
の各協組さんに
技術説明予定

（全生連さん預かり）

＜問題点の顕在化＞

・工場は複数協組に所属しているため、出荷扱いの協組の全ての許諾が必要
・共同納入の場合、対象工場全てが「同条件で」電子化されないと適用が不可

（参考）生産者メリットを付与した実装化の推進（２）


